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スポーツ
いきいき
健康づくり
事業

スポーツ・
生涯学習
課

　「市民ひとり１スポーツ」を掲げ、ス
ポーツ振興のため市民が気軽に楽
しめる軽スポーツ教室や大会を開催
することにより、各地区での定着を
目指し、市民の健康増進と競技者同
士の親睦を図る。

【教室・講演】
　ニュースポーツ&ストレッチ体操教室　計3回
【巡回教室】
　ペタンク教室1回
【大会】
　市民に軽スポーツの発展・普及を図るために各イベントを企画し
た。(新型コロナウイルスにより中止)　
　室内ペタンク大会　中止
　ミニバレー大会　　中止　　

112,631 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
○新設の屋内グラウンドを会場に行い、施設の紹介、体育館（フ
ローリング）以外での軽スポーツの実施例を提示することが出来
た。
○コロナ禍であったが感染防止対策等を講じ、予定の教室、大
会を開催することが出来た。
●参加者の増に向け、開催日時や周知方法を工夫する必要が
ある。
＜令和３年度の成果と課題＞
○軽スポーツ教室では複数の軽スポーツを実施することが出来
た。
●様々なスポーツの道具を購入したのでこれを生かした教室、
大会の実施が必要となる。

A
継
続

とわだ駒
街道マラソ
ン大会

スポーツ・
生涯学習
課

　マラソンを通して、「市民ひとり１ス
ポーツ」の普及振興と健康増進・参
加者相互の親睦を深める。また、官
庁街通り（通称「駒街道」）を広く紹介
し、市の活性化を図る。

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】
※実行委員会の決定により中止

0
【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】

－
継
続

市民屋内
大運動会

スポーツ・
生涯学習
課

　「市民ひとり１スポーツ」を目指し、
全地域、各層の住民を対象とした市
民屋内大運動会を開催することによ
り、スポーツ人口の拡大と住民の体
力づくり、健康づくりを推進する。

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】
※実行委員会の決定により中止

0
【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】

－
継
続

市総合体
育大会

スポーツ・
生涯学習
課

　「市民ひとり１スポーツ」を目指し、
市内全地区・各層住民を対象とした
総合体育大会を開催することによ
り、スポーツ人口の拡大と住民の体
力作り・健康づくりを推進する。

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】
0

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】

－
継
続

学校体育
施設開放
事業

スポーツ・
生涯学習
課

　一般市民が各種のスポーツ活動を
実践できる場所を確保するため、学
校体育施設を開放し、スポーツ活動
の普及とグループの育成に努め社
会体育の振興を図る。

　市民のスポーツの機会と場の提供のため、学校体育施設、主に
体育館と校庭を一般に開放し、スポーツ活動の普及と地域の運動
を主として活動するグループの育成、体力や健康増進、及び社会
体育の振興を図る。

0 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●感染対応下での活動は、衛生管理やソーシャルディスタンス
が求められる等、費用や活動制限が設けられるのはやむを得な
いが、感染防止対策等の周知、指導や対策の実施が図られる
ようにしなければならない。
＜令和３年度の成果と課題＞
○新型コロナ感染の影響で開放時期の遅れと一般への開放の
制限があったが、小学校13校、中学校5校で体育館と校庭を含
め延べ2,544回、合計48,471名の利用があった。
○利用種目については地域に即した種目で実施され、地域文化
活動や伝統芸能など地域の交流活動としても夜間の体育館な
どが有効利用されていた。

A
継
続

　分野区分
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学校プー
ル開放事
業

スポーツ・
生涯学習
課

　児童・生徒及び幼児の安全な水遊
び場所の確保、並びに市民の夏季
スポーツの機会と場所を提供するた
め、学校プールを開放し、夏季ス
ポーツの振興を図る。

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】
0

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】

－
継
続

スポーツ
少年団

スポーツ・
生涯学習
課

　スポーツ少年団活動を通して、心
身ともに健全な青少年の育成を図る
とともに、団員個々の資質や技量の
向上を図りながら、次代を担う青少
年の育成を目指すための諸事業を
実施する。

主な事業（参加人数）
・軟式野球十和田地区大会(33人)、新人大会（62人）
・十和田市スポーツ少年団総会（書面決議）
・十和田市スポーツ少年団母集団研修会（資料送付のみ）

893,635 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●新型コロナウイルス感染症の影響により多くの事業、大会が
中止となったが、今後とも団員の活動機会、意欲が保たれるよう
な取り組みを検討していく必要がある。
＜令和３年度の成果と課題＞
○新型コロナウイルス感染症について早急に具体的な対策を講
じ、各大会に選手の派遣を行うことができた。
●各種競技での活動量の格差から不満のある単位団もあるた
め、新型コロナウイルス感染症の状況を確認しつつ単位団の活
動を増やす取り組みを行う必要がある。

A
継
続

体育、ス
ポーツ賞
に関する
表彰

スポーツ・
生涯学習
課

　十和田市民（就学のため市外に居
住している者を含む。）並びに市に
所在する団体で体育、スポーツの振
興に功績のあった者及びスポーツ活
動において優秀な成績を収めた者を
顕彰する。

　この表彰は永年に渡り社会体育の振興、選手の養成および各
種目スポーツ団体の育成指導等に寄与した指導者や、県大会以
上の大会において各競技で優秀な成績を収めた一般、大学生、
高校生に贈られる賞で、市内の競技団体、大学、高校へ該当者、
該当団体の推薦を依頼し、推薦された方々及び競技団体につい
て市スポーツ推進審議会に意見を求め、教育委員会が受賞者を
決定する。
【令和３年度受賞者】
・体育功労賞　　　【個人】２名
・スポーツ賞　　　 【個人】６名
・優秀選手賞　　　【個人】22名、【団体】５団体（33名）
・スポーツ奨励賞 【個人】16名、【団体】５団体（37名）
・特別賞　　　　　　【個人】９名
・スポーツ特別賞 【個人】１名

533,281 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●審議会の中で質疑のあった「特別賞」の表彰について明確に
し、意見のあった指導者の表彰について検討する必要がある。
＜令和３年度の成果と課題＞
○新型コロナウイルス感染症の状況に鑑み、表彰式の規模を縮
小して（体育功労賞２名・スポーツ特別賞１名のみ参加）開催し
た。
○審議会において、東京オリンピック金メダリストの指導者に対
して特別な功績を認め、「スポーツ特別賞」として当該指導者を
表彰することができた。

A
継
続

　各実施団体への補助等により、大
会や事業を実施することで市民へス
ポーツ活動の場を提供し、市民の健
康増進とスポーツ精神の高揚を図
る。

　全日本大学選抜相撲十和田大会実行委員会・とわだ駒街道マ
ラソン大会実行委員会等の３団体に負担金として支出。
　選抜高校相撲十和田大会実行委員会・市体育協会・市地区体
育振興会連合会・市中学校体育連盟等の７団体に補助金として
支出。

18,618,000 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●新型コロナ感染により大会の縮小や実施できない事業が相次
ぎ、補助金の返還に至っている。スポーツ事業ではソーシャル
ディスタンスを確保出来ないものが多く、今後の運営が危惧され
る。
＜令和３年度の成果と課題＞
●令和２年度に同じ。

選抜高校
相撲十和
田大会

スポーツ・
生涯学習
課

　全国から高校相撲の選手を招き、
夏のイベントとして定着したこの大会
を通して相撲の街十和田市を全国
にPRするとともに、青少年の健全育
成及び市の活性化を図る。

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】
※実行委員会の決定により中止

0
【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】

－
継
続

全日本大
学選抜相
撲十和田
大会

スポーツ・
生涯学習
課

　全国から大学相撲の優秀選手を
招いて、夏のイベントとして定着した
この大会を通して相撲の街十和田
市を全国にPRするとともに、青少年
の健全育成及び市の活性化を図
る。

【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】
※実行委員会の決定により中止

0
【新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止】

－
継
続

＜評価委員の意見等＞
・相撲場の屋根を取ってテントを張るようになって予算がかかるようになったのか。
【スポーツ・生涯学習課回答】仮設テントの設営に約330万円の予算を計上しています。令和８年度の国スポで相撲大会が当市で行われる予定であるため、相撲場屋根再整備事業とし
て去年は基本構想を策定し、今年度は設計を実施しています。

１．ライフス
テージに応じ
たスポーツの
推進

２．競技スポー
ツの推進

スポーツ
振興補助
事業

スポーツ・
生涯学習
課

A
継
続
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スポーツ
指導者の
育成・確保

スポーツ・
生涯学習
課

　スポーツ活動において、適切な指
導・助言のできる指導者の育成・確
保に努めるとともに、市民同士が交
流しながら気軽にスポーツに楽しむ
ことができる環境づくりを推進する。

　スポーツ教室を通じて、地域におけるスポーツ活動のリーダーと
して活躍できる人材を育成する。
　生涯スポーツ推進員を委嘱し、各地区のスポーツ活動の実施及
び各種大会等スポーツ活動への参加を図る。
　スポーツ少年団の育成者の研修参加費を助成し、青少年のス
ポーツ指導者の育成を図る。

0 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●新型コロナウイルス感染症の影響により、大会、研修等事業
の多くが中止となり、地区の活動も縮小、休止となったところが
多かった。
＜令和３年度の成果と課題＞
○全国大会で優勝に導いた高校サッカーの指導者を講師に迎
え、スポーツ指導者等を対象とした講演を開催し、活動の一助と
することができた。
●前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、
大会、研修等事業の多くが中止となり、地区の活動も縮小、休
止となったところが多かった。

A
継
続

十和田市
スポーツ
推進委員
協議会

スポーツ・
生涯学習
課

　委員相互の連携を図るとともに、
市民のスポーツ活動の普及促進に
寄与する。

　市民へスポーツの理解を深め、生涯スポーツ・軽スポーツの普
及推進に努めるとともに、指導助言及びスポーツ活動を促進す
る。
　いきいき健康づくり事業、各種大会・講習会への運営協力並び
に講師として指導にあたった。（いきいき健康づくり事業：指導回数
6回／延べ35人）

330,000 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●特に経験年数の浅いスポーツ推進委員へ研修会等への参加
を働きかけ、スポーツ推進委員の質の向上を図る必要がある。
＜令和３年度の成果と課題＞
○いきいき健康づくり事業では、新設の屋内グラウンドを会場
に、施設にあった教室の企画運営が行われた。
●引き続き、スポーツ推進委員の質の向上を図るほか、増員を
図っていく必要がある。

A
継
続

施設整備・
維持管理
事業

スポーツ・
生涯学習
課

　指定管理者導入による利用者サー
ビスの向上及び効率的、効果的な
施設の管理運営、並びに施設の修
繕、備品購入・更新等により施設機
能の維持、長寿命化及び安全安心
な利用に資する。

　体育施設等について、指定管理者が基本協定、年度協定、関係
法令・例規、業務基準書等に従って管理業務を行った。（十和田
市体育協会、十和田市サッカー協会、十和田湖ふるさと活性化公
社）
　施設の修繕、備品購入・更新等行い、施設の計画的整備、充実
に努めた。

0 ＜令和２年度の課題＞　　　　　　　　　　　　　○：成果、●：課題 
●修繕や備品・設備等更新の必要性が多く、国民スポーツ大会
の競技開催も予定されていることから、中長期的な改修計画、
施設の個別の計画等の検討が必要である。
＜令和３年度の成果と課題＞
○故障等生じた施設設備について、速やかに修繕対応を行っ
た。
●大規模な修繕、緊急的な修繕を要する案件が増えているた
め、老朽化等してきているものについて、計画的な更新を検討、
実施をしていく必要がある。

A
継
続

４．スポーツ施
設の整備・充
実
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３．スポーツ指
導者の養成と
確保
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